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豚熱ワクチン接種農場における豚熱の患畜
確認に伴う今後の発生予防対策について

第15回拡大豚熱疫学調査チーム検討会において、「豚熱ワクチン接種農場における
豚熱の患畜確認に伴う今後の発生予防対策（提言）」がまとめられました。
参照：農水HP：「豚熱ワクチン接種農場における豚熱の患畜確認に伴う今後の発生予防対策（提言）」

「第15回拡大豚熱疫学調査チーム検討会」の開催概要について」
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/attach/pdf/domestic-29.pdf
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/attach/pdf/domestic-31.pdf

発生予防対策（抜粋）
○衛生管理区域への野生動物の侵入防止対策
イノシシ防除柵、防鳥ネット未設置農場は早急に設置すること
○人や車両の進入時の衛生対策
車両消毒の際は、タイヤ溝等に付着した汚れを動噴等でしっかり除去
○作業着・手袋及び長靴の交換並びに交差汚染防止
豚舎ごとに長靴、衣服を設置
豚舎に入る時は手指の消毒、あるいは手袋を着用
敷料を保管する際は、ブルーシートや建屋で覆い、野生動物や野鳥との
接触を防止
○ワクチン接種農場における免疫を獲得していない豚群への対応
離乳舎、トントンハウスでの発生が頻発、特に衛生管理を徹底
○消毒液の選択及び交換頻度
適切な濃度で使用、定期的に交換。
○農場内作業動線及び作業手順
豚舎間の豚の移動には、消毒済みのケージ等を利用。
○教育訓練等
飼養管理をマニュアルの作成、作業者全員で対策を徹底
○野生いのししの陽性確認を踏まえた農場侵入リスクの認識
陽性いのししの発見地点の遠近にかかわらず、周辺環境中に存在する
ウイルスの侵入リスクが高い

★ワクチンは、接種しても100％免疫を獲得するわけではありません。
飼養衛生管理基準の徹底を引き続きお願いします！！
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民間獣医師による飼養衛生管理基準の

遵守状況確認のための立入を行います

【概要】
毎年、家畜保健衛生所職員が農場に立ち入り、飼養

衛生管理基準の遵守状況について確認を行っています。

今年度は、県畜産課が県獣医師会に業務委託し、

民間獣医師（CSFワクチン接種獣医師を含む）が農場

に立ち入ることとなりました。
つきましては、農場立入日の日程調整および立入時

の立ち合いにご協力よろしくお願いします。

○遵守状況の聞き取りと衛生管理区域内の消毒設備や、
防鳥ネット・防護柵等について目視確認を行います。
不十分な事項については口頭での指導を行います。

○民間獣医師から飼養衛生管理者に日程調整の連絡が
あります。１１月末までにすべての農場の立入を
行います。

○飼養衛生管理者がご立ち会いただきますようよろしく
お願いいたします。

北部家畜保健衛生所 Tel.0478-54-1291  Fax.0478-54-5996
※夜間・休日は転送されますので、必ず５回以上コールしてください


